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はじめに 
 
わが国に心理劇を紹介した外林大作 (注1 ) は、モレノのサイコドラマを
役割理論の観点から捉えなおし、人間理解のためのサイコドラマ、すなわ
ち役割創造を強調するロール・プレイングの技法を発展させ、学校教育や
心理臨床の現場にロール・プレイング導入の道を拓いた (注2 )。学校教育の
現場には、外林の指導のもと千葉大学の時田光人 (注 3 ) がロール・プレイ
ングの普及に努めた。現在千葉ロール・プレイング研究会、栃木ロール・
プレイング研究会、横浜ロール・プレイング研究会などが各地において研
究、普及に努めている。だが、当の教育現場の教員から、「ロール・プレイ
ングは、効果があることは分かるが、実施するのが難しく、なかなか授業
に取り入れることができない。」「研修を受けたくても、適当な研修を受け
ることも難しい」というような声をよく耳にする。俗に習うより慣れろと
言うが、ロール・プレイングを実施しているところが少ないのでは、習う
ことはもちろん慣れることはとてもできない。 
適当な研修を受ける場がないという事情は、精神分析的ロール・プレイ
ングの場合はさらに厳しくほとんど実践しているグループがないと言って
も過言ではない。心理劇の創始者のモレノ (注4 ) は、精神分析をよく勉強
していながらも、著作や講演では精神分析をひどくこき下ろしているので、
心理劇の研究者は、アンジュー (注5 ) やホームズ (注6 ) などのごく少数の例
外を除けば、精神分析を取り入れることはない。そのため、心理劇やロー
ル・プレイングの実践者は、治療効果や教育効果があるドラマを演出する
ことにエネルギーを集中し、演じられたドラマを精神分析の観点から解釈
するといったことはほとんど行わない。しかし、分析、解釈のない役割演
技は、無意識に支配されながらも、そのことに気づかず症状を撒き散らす
ヒステリー患者（演技性人格障害）のようなものである。一時的なカタル
シスの効果はあっても、やがてぶり返し、永続的効果は望めない。理論的
裏づけを欠いた研究は、束の間の流行に終わり消えていく。 
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われわれは、人間的現象に関する根本的理論は精神分析にあると考えて
いる。この観点から、長年にわたってロール・プレイングを研究してきた。
精神分析によって、心理劇、ロール・プレイングを捉えなおし、書きなお
す試みをしてきた。そこで、筆者が監督を務めた精神分析的ロール・プレ
イングの研修会をやや詳しく報告し、精神分析的ロール・プレイングの基
本的な考え方、監督の仕方、解釈の仕方などについて実践的に紹介しよう
と思う。 
この研修会の参加者は18名である。内訳は、大学教員 6名、ケースワー
カー 5名、精神科医 1名、大学院生・学部生 6名である。研修内容は、募集
案内によれば、次のようなものである。 
 
「家庭や学校、そして社会一般に見られる問題は、すべて役割に関係し
た問題ということができます。少年たちが家庭に引きこもるのも、学校で
暴力を振るうのも、社会で犯罪を起こすのも、みなある種の役割演技です。
ですから、こうした現象を理解するには、役割とはどういうものか、少年
たちはどんな役割を演じているのかということを反省する必要がありま
す。 
精神分析的なロール・プレイングの観点から言いますと、一般に心の病
理と見なされている現象は、1つの役割演技であって、そこには 2人のシナ
リオライターが潜在し、対立抗争していると考えることができます。症状
とは（そして行為もまた）、そうした対立抗争の 1つの帰結にほかなりませ
ん。 
本コースでは、サイコドラマ、ロール・プレイングの原点に立ち戻って、
こうした問題をじっくり考えてみたいと思っています。」 
 
研修会では、中堅からベテランの参加者が、原点に立ち戻り、心理劇、
ロール・プレイングについて実践をもとに再考することにした。ただロー
ル・プレイング、サイコドラマを演じるというのではなく、演じることの
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意味をじっくり考えることにした。 
舞台の上でどんなことが起きているのか、そのとき演者や観客の心の中
ではどんなことが起きているのか。そうした心的現象を詳細に記述するの
が、科学的なロール・プレイングである。ロール・プレイングは、教育法、
心理治療法などとして用いられているが、われわれは、それと同時に人間
理解のための演劇的方法として、すなわち心理学的方法としての可能性を
追究している。精神分析の基本的方法が自由連想とその解釈であるように、
ロール・プレイングの基本的方法は役割演技とその解釈（役割分析）であ
ると考え、この 2つの方法を洗練することを試みている。 
以下に実際のセッションを詳しく紹介しよう。 
 
１．ウォーミング・アップ 
 
最初に研修会の雰囲気を和らげるために、座席の近い者同士でミニ自己
紹介を行った。これは、国分康孝が開発した技法だが、グループのウォー
ミング・アップとしてかなり効果的である。通常グループの参加者は、講
師（監督）と 1対 1で向き合い、そこを見ず知らずの他者から観察されて
いるという構造でグループに参加する。そのためかなりの緊張を余儀なく
されるが、こうした緊張を引き起こす視線の圧力から逃れるために集団に
過剰に同調したり、あるいはその圧力を跳ね返すために肩肘張ったりする
のが人間である。そうなると自発的なロール・プレイングにはなりにくく
なる。そこで、参加者の緊張を取るため、周囲の人を自分の身内に取り込
み、1対 1の対立から生じる緊張、また観察される圧力を一身に受けるとい
う不安を取り除くための技法が要請される。それがウォーミング・アップ
の技法であり、それぞれの実践家がさまざまな技法を開発している。 
本研修会の参加者は、あらかじめウォーミング・アップができているの
かかなり乗ってミニ自己紹介を始めた。2分ほどで切り上げ、そのあと本
格的な自己紹介を行った。この自己紹介は、参加者のウォーミング・アッ
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プを十分に行うために、また自己紹介に応える形で精神分析的ロール・プ
レイングの考え方を紹介するために行った。以下に、筆者のコメントを付
しながらセッションの概略を紹介する。ただし、これは、忠実な逐語では
なく、またプライバシー保護のため一部改変したところもある。なお、筆
者のコメントは（ ）で囲んだ。 
 
（１）自己紹介 
 
ＨＳ：私は、グループセラピー、行動療法、SST、ゲシュタルト療法、
サイコシンセシス、自己洞察法などを実践しています。不登校、引きこも
り、不安障害、ADHDなどのグループをやっています。「人は変われる」を
モットーにしてやっています。解釈は危険だからやってはいけないと言わ
れています。 
（この人物は、さまざまな治療技法を列挙し、かなり自己顕示欲の強い
参加者だという印象を受けた。こうした癖の強い人が参加しているとき監
督は、研修の方向を左右されないように注意しなければならない。グルー
プの構造の観点から言えば、彼は、監督と張りあい、リーダーの役割を演
じようとしている。こうしたとき、彼の発言を放置しておくとグループ構
造が揺らぎかねない。そこで、「あなたは一参加者で、監督は私だ」とい
うことをはっきり示すために、彼の言う「解釈は危険だ」という一部の領
域で喧伝されている考え方をあえて批判した。） 
 
ドラマの解釈について 
監督：サイコドラマでは、解釈は危険だから解釈をしてはいけないとい
う人がいます。確かに患者を見ないで、患者のおかれている現状を見ない
で、解釈を与えるならその通りです。初期のフロイトも正しい解釈を与え、
無意識を意識化すれば治療になると素朴に考えていました。ですが、実際
は解釈を与えると抵抗が起きるだけで、治療に失敗することの多かったよ
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うです。フロイトは、転移を発見するまでは、意味論的解釈だけで、語用
論的解釈が十分ではなかったようです。サイコドラマは、方法論ですから、
どのような観点からやるかによって、だいぶ違ったものになってきます。 
「サイコドラマは楽しくなければいけない」とよく言われますが、自分
を知ることは楽しいことでしょうか。むしろ辛いことです。学校で実施す
る場合は、対象が子どもですから、そうかもしれませんが、われわれは修
行のつもりでロール・プレイングをやります。煩悩を断ち切る修行は辛い
ものです。長い苦行の後に、ほんの少しの喜びがあるだけです。 
自分を知るためには、解釈しなければなりません。危険だから解釈して
はいけないというのは、危険だから包丁を使ってはいけないというような
ものです。街なかで包丁を使うのは危険だけど、場所を弁え、まな板の上
で使うのは問題ありません。退行だ、近親相姦だという解釈を与えてはい
けないというのではなく、これを与えるとき患者の自我はこの事実に耐え
られるかどうか、監督がそれを適切に判断できるかどうかが問題です。耐
えられる自我があるか、つまりそうした対人関係が作れているか、作って
いるか。患者の自我に治療者の理想自我が取り入れられているか、同一視
されているか。そうした関係を作る努力をしているか。そうしたことが判
断の前提条件です。 
解釈の危険性を主張する人には、2つのタイプがあります。 
① 解釈の危険性を熟知している人 
② 解釈のできない人 
精神分析の知識があっても、具体的な場面で解釈した経験がないと、解
釈を与えることが適切かどうか自信が持てません。自信の持てないまま解
釈を与え、患者の豹変に困惑した初心の治療者が、解釈は危険だから与え
るべきではないなどと主張することになります。自己弁護のために。また
臨床経験が少ないと、教科書に書いていないと、何が起きているのかわか
りません。言葉になったものをあれこれ議論することはできても。 
プレイに対して解釈ができないと、演劇的カタルシスを偏重し、闇雲に
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プレイを繰り返すだけになります。これでは進歩は望めません。 
Ｙ：Ｙ市のスクールカウンセラーをやっています。講習会に出て、いい
とこ取りをしています。 
 
非行と役割演技 
監督：いいとこ取りということですが、これはロール・プレイングの観
点から言いますと、あまり勧められません。間違いの元となりやすいから
です。ロール・プレイングは、役割を中心に考えています。関係の網の目
の中から個人を取りだし、その個人に何かをするわけではありません。例
えば、非行少年を矯正するには、風紀委員にすればいい、というアドバイ
スを受けるとそうしたくなります。ですが、うまくいくケースもあれば、
そうではないケースもあります。このタイプの人は、失敗すると別のマニュ
アルに飛びつきますが、別のマニュアルを見つければいいというのではな
く、その理由を見つけることが大切です。マニュアルが悪いのか、それと
もそれを使っている自分が悪いのでしょうか。 
考え方として、非行少年という言い方がありますが、非行少年などと言
われる人がいるのでしょうか。そう言われる人がいるのだからいるわけで
すが、「非行少年」という特別の存在があるのでしょうか。彼らは、非行
少年と呼ばれるような行動をしています。だがこれは、そうした役割を与
えられたから、彼らはそうした行為をしているだけなのかもしれません。
非行や問題行動は、役割演技と考えることもできます。 
われわれ自身が、ある人物を非行少年という役割に追い込んでいること
もあります。「問題児」が問題ではなく、問題児を作り出す役割関係が問
題なのです。自閉症とか分裂病とかいうと、かつて自閉症を作る母親とか
分裂病を作る母親という考え方がありましたが、30年ほど前に社会的に捨
てられ、現在は脳の障害という考え方が一般に普及しています。ですが、
ADHD、LDと同じように、自閉症も対応の仕方で、薬物を用いなくても治
療できることもあります (注7)。家庭教師の対応の仕方で、普通児となる子
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もいます。こうしたことから言えば、社会的なラベルを貼って、つまり社
会的役割（医学的役割）を与え、その役割に縛りつけているのが、社会で
あり、医師であり、家族なのです。問題児、精神障害者というラベルを貼っ
て、快をえている人たちの欲望を問題にしなければ、精神障害の問題は体
系的、全体的には理解できません。 
つまり、問題児はわれわれの姿を映す鏡なのです。われわれの欲望、社
会の欲望が問題児を作り出しています。こうしたわれわれの姿は、彼らに
はどのように映っているのでしょうか。彼らは治療対象ではなく、われわ
れ自身を映し出すミラーなのです。高みから観察するのではなく、自分と
同じレベルで見てみることが必要です。 
Ｈ：職場の人間関係があまりよくありません。そこで、これがエネルギー
になって、こうした会に参加しています。電話相談、グループリーダーを
やっています。舞台の上で起きていることを理解したいと思っています。 
監督：今ここの舞台の上で起きていることを理解するには、今ここで起
きていることだけではなく、今ここに蘇っている過去を再現しなければ説
明できません。それが、精神分析の考え方です。職場の人間関係を理解す
る場合も同様です。 
 
言語化について 
ＳＩ：15年カウンセラーをしています。心の病は、2人のシナリオライ
ターの対立、葛藤という言葉に惹かれました。実は、大学生、高校を中退
した子Ａ、高校生の 3人の子どもがいます。Ａは、勉強をよくする子でし
た。今高校をやめて塾に行っています。自分の問題を言語化できているよ
うですが。 
彼の未来に、私の役割があるか、役立てるかと考えています。Ａは、で
きるといいのですが、できないと自分のことが許せません。 
（誰が最初に許さなかったのか。苛酷な超自我のモデルは誰か。） 
私は、寝ていてもいいから、自分のことを責めないで欲しいと思ってい
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ます。自分で自分を責めて、いくら私が言ってもオーケーとは思いません。 
（これはまさに強迫神経症の心性で、かつて自分を厳しく躾けた母親以
上に完璧に自分を躾けようというのが、強迫神経症の陥る罠である。語用
論的に言えば、Ａの言動は母親排除の宣言という意味がある。母親にはそ
の意味が直感的に伝わるが、言葉で明確に捉えることができないため、漠
とした悲しみの感情に捉われる。治療的ロール・プレイングでは、こうし
たことが洞察できるようにドラマを展開する。） 
Ａにご飯を作ってくれないかというと、オーケーと言って作ってくれま
す。役割が与えられると嬉しそうなんですが。 
監督：言語化できると言っていますが、言語化できるのも問題です。一
般に言語化できないことが問題だと言いますが、言語化できることも問題
です。それというもの、こうした言語化は問題をすり替えるもので、本来
の問題に直面することを妨害してしまうからです。 
実際は、言語化しても問題のないところしか言語化しません。自由連想
でも、どんどん連想が進むときには、本当の問題が明らかになりません。
空しい言葉であって、抵抗を克服した充実した言葉になっていないからで
す。言葉は夢みたいなもので、差し障りのないことしか夢に現れないよう
に、差し障りのないことしか、言葉になりません。出てきた言葉の背後に
あるもの、潜在しているものこそ重要なのです。 
青少年相談センターに実習に行く学生たちは、不登校の子どもたちは普
通の子とちっとも変わらないとよく言います。普通の話ができると言いま
す。しかし、よく聞いてみると、彼らの話には、家庭の話題が出てきませ
ん。コンプレックスに触れようとしないからです。家庭の話題が出ると、
しどろもどろになり、ぎごちなくなります。彼らには、話せる内容と話せ
ない内容があります。抑圧が十分でないため、連想的に不快が解放されて
しまうので、家族コンプレックスに触れないようにしているのです。 
一般に子どもが問題を抱えると、親は一生懸命に心理学の勉強をします
が、勉強が一段落すると、その成果を子どもに還元せずに、家庭から飛び
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出し、同じような問題で困っている子の役に立とうとします。世話をしよ
うとします。他の場所に生きがいを見つけ、自分の子は放っておくことが
多いのです。ところが、SIさんは、こういう研修会に参加して自分の子ど
もと向き合おうとしています。そういう姿勢が、子どもを立ち直らせるに
は一番大切です。 
 
家庭科嫌いと役割拒否 
ＵＹ：家庭科に心理劇を導入することを考えています。従来家庭科とい
うと裁縫、調理ということでしたが、家庭とは、家庭環境、人間関係のあ
るところですから、家庭科は、そうしたことを教育する場ではないかと思っ
ています。現代家族が、家庭の形成に失敗しているなら、そのことを教え
てやることも家庭科の仕事でないでしょうか。 
最近の子どもは、自分の家庭が面白くないと言います。そういう子は、
家庭科が嫌いになります。家庭科の授業は、自分を排除する家庭のことを
思い出させるからです。調理、裁縫は、家庭、特に母親を思い出させます。
むかつくんでしょう。 
監督：彼らは家庭科にむかついているのではなく、連想的に思い出され
た不快感にむかついているようです。家庭の嫌なことが抑圧されていたら、
この不快感は家庭科に向けられます。感情とはこういう形式で発生します。
彼らは、自分の生きてきた人間関係に捉えられています。 
ですから、そうした束縛から解放し、家庭科の中で創造的な人間関係を
作るヒントを与えることが重要になりそうです。 
家庭科が、調理、裁縫から、家族の役割の問題へと変わっていくという
ことですが、これは感動的です。精神分析的に言えば、母親がどのように
食事を与えるかによって、子どもの人格が形成されます。食事は、人間形
成の場です。拒食症を神経性食思不振症、登校拒否を不登校というように
命名することは反動的です。本当の問題を隠蔽してしまうからです。拒食
症や登校拒否という言葉を嫌がる人がいますが、神経性食思不振症とか不
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登校という言葉は、そうした人におもねる言葉遣いです。違う言葉を使え
ば問題が解決するというなら話は別ですが、問題の核心に飛び込まなけれ
ば、解決できません。 
これらの問題は、生理学、脳科学の問題というより家庭の問題です。もっ
と正確に言えば、彼らは食べることを拒否しているのではなく、食事の世
界、子どものころから母親が仕切ってきた食事の世界を拒否し、そこに登
場することを拒否しているのです。その場で自分に与えられる役割を拒否
しています。もっと具体的にいえば、彼らは母親から与えられた役割を拒
否しているのです。新しい家庭科を作ったら、現代的な意義があるのでは
ないでしょうか。 
 
問題提出について 
ＮＧ：サイコドラマを長いことやっています。同じに育てたはずなのに、
2番目の子は同じに育ちません。どういうことなのでしょうか。そこで児
童心理を勉強してみました。少年院の子どもたちは、家庭の温かさを知り
ません。SSTではどうしようにもありません。 
監督：双子の研究をやっているある学者は、一卵性の双子は、生まれた
直後は遺伝、環境的な特性が同一だと言っていました。ずいぶん乱暴な推
測です。子宮は 1つですから、双生児はその場所を棲み分けなければなり
ません。そこで、身体的発達の差によって双生児の間に勢力関係が作られ
ます。優劣に差ができれば、環境は自ずと異なってきます。 
子宮でさえ環境が違うのですから、同じように育てたと言っても、実際
にはずいぶん違うはずです。勝手に同じようにと言っているだけです。百
歩譲って客観的に同じだとしても、育てられた方から言えば、主観的には
まったく異なります。こうした考え方がありませんと、物理的に同じ環境
で育てられた兄弟の示す違いを説明するために、性急に生理的な要因が持
ち出されます。ですが、こうした生理的要因を持ち出すのはまだ早いので
す。まず主観的な環境の認知を明確に記述する必要があります。これを洗
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い出してから、最後に生理的な要因を持ち出すべきです。 
実際の研究は、まず問題が提出されます。そして、それを説明すること
が求められます。そのとき、自分が傷つかないタイプの問題や説明が好ま
れます。家庭の問題では、母親の満足しそうな説明が歓迎されるのが、現
代社会です。 
SSTは、だめだと言いますが、SSTでもいいことがあります。ですが、
もし私がSSTを使うなら、もっと違ったやり方でやります。SSTは、人間
になっていない人を人間にするには必要かもしれません。ですから、精神
病の患者に適用するなら、もっと人間味のあるやり方で利用します。病院
では人間らしい振る舞いをしていなくても、人間社会の中で生きていた人
たちだから、行動主義のように動物扱いはしません。半人前扱いはしませ
ん。 
行動療法が治療効果があるのは、それを実践する人によります。ある人
がやるから効果があります。精神分析も同じです。治療者の人格がにじみ
出るのが、心理治療です。治療者と患者との人間関係が治療効果を持ちま
す。そのうち、精神分析を役割分析するという本を書こうと思っています。 
 
（２）タマゴのロール・プレイング (注8 ) 
 
（自己紹介の後、本格的なウォーミング・アップ法として、大木みわが
考案したタマゴのロール・プレイングを実施した。） 
 
監督：ウォーミング・アップには、身体を使うものと言葉を使うものが
あります。身体を使うものは、参加者を退行させるのに便利です。退行と
言わずに、自発的にする、遊び心を取り戻させるといった方が、抵抗は少
ないでしょうが。 
タマゴのロール・プレイングは、言葉を使わないウォーミング・アップ
法ですが、身体を使うというより、頭を使うもので、頭をウォーミング・
川幡 精神分析的ロール・プレイング 
57 
アップするものです。1人がタマゴ役、2～ 3人が発見者役になります。そ
こでどんな人間関係が作られるか。タマゴのロール・プレイングの発展型
では、タマゴ役を不登校児や引きこもりなどと見立ててドラマを作ります。 
ウォーミング・アップとしてのタマゴのロール・プレイングは、7～ 8
人で行います。最初に監督が、演者の 1人に何かのタマゴを与えます。そ
のタマゴを受け取った演者は、タマゴに何か手を加え、次の人に手渡しま
す。そして最後の人までにタマゴを孵すのが、グループの課題となります。
ロール・プレイングは架空の世界ですから、タマゴからどんなものが孵っ
てきても構いません。言葉は使わないで動作だけで行います。 
ウォーミング・アップにも、方法によって難易がありますが、タマゴの
ロール・プレイングは、多少難しい部類に属すかと思います。ですから、
自発性の高いグループでしか、使えません。前の人の行為をどのくらい見
ているか、自分の行為を相手に伝えられるか。相手をよく見る訓練、自分
を相手に伝える訓練にも利用できます。 
 
（このような解説を行ってから、タマゴのロール・プレイングおよびそ
の発展型を用いて、1時間ほどウォーミング・アップを行ったが、その詳
細は割愛する。） 
 
２．問題設定 
 
（ウォーミング・アップのあとプレイの段階に進むが、この段階では、ま
ずどのような問題を取り上げるか決めることになる。） 
 
監督：サイコドラマでは、丸く輪になってセッションを行うことが多い
のですが、ロール・プレイングでは、舞台と観客席を分けて行うのが基本
です。円になってやると、周囲から観察されるので、初心者には抵抗が大
きくなり、演じにくくなると考えているからです。 
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またロール・プレイングは、サイコドラマと異なり、問題を提出しても
らっても、その人の個人的な問題を追究していくわけはなく、ソシオドラ
マ的に一般的な問題として検討していきます。ですから、自分が裸にされ
るのではないかという不安から、問題提出を抑える必要はありません。ロー
ル・プレイングは、問題は、ある個人に起きる特殊なことではなく、誰に
でも起きる一般的なことと考えています。 
例えば、登校拒否の事例を取り上げるにしても、ある人に問題を具体的
に出してもらいますが、一旦問題として取り上げた後は、可能な限り一般
的な問題、普遍的な問題として扱います。そのケースの特殊な対処法は、
治療的ロール・プレイングで行うもので、この場のように一般的なロール・
プレイングでは、そうした特殊なことは扱いません。ですから、プライバ
シーの問題はあまり問題になりません。ここで取り上げてみたい問題はあ
りませんでしょうか。 
ＳＩ：息子の心の中で、どんなことが起きているのか、知りたいと思っ
ています。次男は、小さいころは優等生でした。5・6年のころと中 2のこ
ろに友だちとうまくいきませんでした。彼一人がターゲットではないけれ
どいじめに近かった。希望の高校に入り、部活をがむしゃらにやったけれ
ど、高 2の 5月に学校に行かなくなり、相談があり、退学しました。その
後部屋に引きこもりましたけれど、近くの工場で 2か月働き、期間限定だっ
たのでやめました。大学を受験したいので、中退生の塾や大検塾に通いま
した。そこには毎日行っていたので、先生に気に入られ優等生になったん
ですが、それが最近になってまた行かなくなりました。カーテンを閉め切
るようになりました。 
こうした行動パターンは本人も知っています。長男は大学 3年で心理学
をやっています。本人は17歳（本来なら高 3）で、三男は高 1で今風な子
です。3人は同じふうに育ったわけではありません。長男は主人の母が育
て、次男は私の母が育てました。3人目は、しばらく絶対安静で、みな 1
年くらいは自分が育てたわけではありません。次男を育てた祖母は、末は
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オリンピック選手かノーベル賞を受賞すると言って聞かせていました。本
人もそれなりの努力をしました。子どもは、母親なら反抗できますが、祖
母だと反抗しにくいようです。Ａは他の子と違っています。祖母は越えら
れないし、裏切れません。 
先生が午前中に言われたように、心理学は内では使わず外で使っていま
す。外で使うと喜ばれますから。内は放ったらかしにしていました。主人
との夫婦関係は23年で、主人は年が 7つ上なので、あっちとこっち別々の
方向を向いています。必死に次男が取り持ってくれています。 
監督：お話を聴いて、問題がだいぶ見えてきたような気がしないでもな
いですけれども。1つはこういう問題ということで、ほかに何か問題はあ
りませんか。2つ 3つあげていただくと有り難いんですけれど。 
ＴＫ：デイケアセンターに距離感のない男性のケースワーカーがいます。
患者にも職員にもそうです。最近綺麗な患者がデイケアに来たので、沖縄
旅行に誘ったのでセクハラだと訴えられました。上司に注意されました。
この男性の心の中では、何が起きているのでしょうか。それが知りたいと
思います。 
監督：心理治療は本人が困ってくれれば簡単ですが、そうでないと難し
いですね。社会的に機能している人を社会の中で治療するのは困難です。
治療同盟が作りにくいから、治療を仕事とする職場でもこういう問題はよ
く起こります。 
ＴＫ：彼には、サイコドラマの補助自我として参加してもらって、少し
よくなった矢先の事件でした。 
監督：横浜ロール・プレイング研究会では、ロール・プレイングによっ
て、①心的現象を理解すること、②自分自身を知ることによって補助自我、
治療者として成長すること、を目指しています。自分では治療的に関わっ
ているつもりでも、相手からはセクハラと受けとめられてしまうというこ
とですが、母と子の関係も同じで、よかれと思ってやったこともそう受け
取られないこともあります。 
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ですから、問題は、相手がどう受けとめているか明らかにすることです。
相手の受けとめている意味が分かれば、そうした意味は自分では気づいて
いないけれど、自分の中にもあったのかと反省することができます。相手
の心に起きたことですから、自分の隠されている思いが伝わったのかもし
れません。すなわち相手の心に起きたことは、元々は自分の中にあったも
のだと考えるのです。確かに自分が伝えた意味とはまったく関係なく、相
手の中に妄想的に生じることもあるでしょう。こうしたこともあるでしょ
うが、自分自身が気づいていない無意識の欲望を相手が受けとめ、映し返
してくれていると考えることができれば、こうした知識によって自分自身
を発展させることができます。意識的な自己と無意識的な自己、ここでは
鏡映的な自己になりますが、ロール・プレイングではこの 2つの自己を対
立させることができるからです。 
例えば、親の行為を子どもが悪意として受け取るなら、自分では善意で
やったと思っていてもどこかに悪意が潜んでいたのでしょう。相手を通し
て、そうした自分自身の真の姿を知るわけです。こうして自己認識が深ま
ります。サイコドラマやプレイバックでは、よく気づくことが喜びだと言
われますが、気づかれる自分とは隠しておきたい自分ですから、気づくと
がっかりします。ですから、気づくことには抵抗が起きるものです。しか
し、清も濁も、善も悪もあわせ飲むことのできるようになれば、大きな人
間になれます。相手のエゴイズムも受けとめられるようになります。 
自分のエゴイズムが受けとめられないようでは、相手のものも受けとめ
られません。だいたい相手のエゴイズムは、自分のエゴイズムが投映され
たものですから、受けとめようとしません。ロール・プレイングによって、
自分を相手に投映し、自分を知ることができれば、相手を拒否しなくてす
むようになります。 
セクハラを受けた患者が、もし被害者の役割だけではなく治療者の役割
を演じることができれば、この人はセクハラをしなければ生きていけない
んだ、セクハラをしたいという気持ちは自分にもあるんだ、ということを
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知ることができます。こうなると患者は、単なる患者ではなく、治療者的
な患者、自己治療が可能な患者になります。精神分析家と患者の関係も同
じようなもので、患者に魅力があると精神分析家はまさに魅せられたよう
に分析にのめり込み、そのうち関係が逆転し、転移逆転移の嵐の中で、役
割が交代し、患者が分析家のようになっていきます。著名な精神分析家と
なった人の中にも、こうした役割関係の中で成長したかつての患者がたく
さんいます。クラインやシュピールラインは、そうした人の代表例です。 
 
記号としての行為 
SIさんの問題、TKさんの問題、2つの問題に通底していることを抽出し
ましょう。前者は家庭で、後者は職場で一見関係ないように思われますが、
登校拒否の子は、父親や母親とどう距離をとったらいいのかよくわからな
い子ということもできます。そこで、そうした観点から、引きこもりを問
題にするのも便宜です。他者との距離がうまくとれないので、問題が生じ
てきます。親子、職場、どれを取り上げてもいいのですが、抵抗が強いな
ら、テーマとなったエピソードの構造だけを取り上げ、架空の関係に移し
換えてもかまいません。 
ここでは家族の問題を取り上げたいと思います。フロイトは、母親と子
どもの関係ほどアンビバレンスのないものはないと述べています。だが実
際には、慈母と鬼婆、父親像もポジとネガがあります。われわれの心には、
理想像しか映りませんが、その背後には見るもおぞましいような姿があり
ます。そのことを具体的に発見するのが、ロール・プレイングの 1つの狙
いです。自分自身のネガティブな面を認めることができれば、他者がそれ
を示しても感情的に反発することもなくなります。 
行動は記号的行為です。生理的反応と見なされているものも、その多く
は記号的側面をもっています。例えば、喘息の発作、アレルギー体質。こ
うしたものは、心理的要因と生理的要因の複合作用です。空気のいい信州
に帰ると喘息の発作が再発し、横浜に戻ると発作が治まる女子学生は、わ
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が家は呪われた家族だと言っていました。 
彼女のケースでは、喘息の発作は排除の宣言になっています。つまり喘
息の発作は、身体言語の働きをしています。口は社交辞令を言いますが、
身体は本音を吐くわけです。この 2つ意味を 2つとも聴き取ることができ
れば、豊かなコミュニケーションが可能になります。これが可能になれば、
治療的関係も築くことができます。クライアントに影響を与えることがで
きます。 
精神分析では、神経症は治療できても統合失調症は治療できないと言っ
ています。統合失調症は転移的関係を作れないからだと精神分析家は主張
しますが、ロール・プレイングの観点から言えば、これは、精神分析家が
治療的役割関係を作れないというのにすぎません。関係づくりは相互的で
す。分析家は患者に自らの無意識を差し出すと言っていますが、患者の言
動が理解できなければすぐに引き上げ、外から客観的に観察し始めてしま
います。これでは、治療的に効果のある関係にはなりません。 
身体レベルでのコミュニケーション、アクションの意味を精神分析家は
あまり重視しません。精神病者は、自分の身体言語が治療者から無視され
ます。強く言えば、拒絶されます。ですから、彼らも精神分析家を無視し、
拒絶します。精神分析家は、彼らの議論をここから、すなわち自分が拒絶
したことを棚上げし、その後で起きたこと、患者が拒絶することを問題に
しようとします。彼らは、自分が無視し、拒絶したことに対して、患者か
ら正当な報復を受けたとは考えようとはしません。患者の行為は、方向性
を持っていますが、分析家にはその方向を示す矢印が見えてきません。彼
らは、自ら蒔いた種を刈ろうとしないのです。 
分析家は、分析の隠れ身、治療的中立性を強調しますが、彼らの中立的
態度とは能面患者の無感動、無関心と同類であって、こうした態度をされ
れば、患者ならずとも分析家が中立的態度をとっているとは決して受け取
らず、拒否されたと受け取るでしょう。分析家こそ、自分が何をしている
のか知らないのです。自分が拒否するから、彼らも拒否するだけなのです。
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分析治療において、フェレンツィ的態度が必要とされる所以です。 
神経症の治療をするときと精神病の治療をするときでは、治療態度を変
えなければなりません。ですが、このことを無視するので、同じようにやっ
て失敗を繰り返しています。精神分析家の自閉症の研究発表 (注7 ) を聞い
ているとその感を強くします。彼らは、人格構造の未発達と言いますが、
それ以前に問題にしなければならないことが見えていないようです。 
こうした心理治療の根本問題を考えるために、SIさんが提出してくれた
引きこもりの若者を取り上げ、母親と子どもの間でどんなことが起きてい
るのか検討してみましょう。 
 
（実際のプレイでは、ケースワーカー歴20年以上のベテランの女性に母
親の役割を与え、問題を提出したケースワーカー歴15年のSI本人に子ども
の役割を与えた。このプレイは、SIにとっては役割交代となっている。） 
 
３．プレイ１：引きこもりの子どもと母親１ 
 
場面設定：10日間ほど学校に行っていない登校拒否の子どもの部屋に母
親が入っていく 
演者：母親 ＴＫ、息子Ａ ＳＩ 
 
息子：（床に横になって寝る） 
母親：（とんとん）Ａちゃん、Ａちゃん。お母さん入っていい。お母さ
ん入っていい。 
子ども：（横になったまま返事をしない） 
母親：Ａちゃん、お母さん出かけるよ。会社に行くよ。 
息子：うるさいな。 
母親：ゴハン置いておくからね。ゴハンちゃんと食べるのよ。ゴハンだ
けは、ちゃんと食べてね。わかった。お母さん行くよ。 
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（わずか40秒ほどのプレイであるが、演者の心にはどんなことが起きて
いたのだろうか。母親役を演じたTKの感想によれば、仕事をもつ母親とし
ては、できる範囲のことはしたということであった。観客の中にも、不登
校や引きこもりは治るまでに時間がかかるものだから、無理に登校や外出
を刺激してストレスを与えるべきではないという一般に流布した考え方に
照らしてみても、この母親の対応の仕方は適切だったという感想を述べる
人も多かった。この母親のプレイに対し、否定的な印象を受けた観客はあ
まりいなかったようである。しかし、こうした印象も、監督の解釈によっ
て、舞台の上で、また演者の心の中で実際に何が起きていたのか明らかに
なってくると変わっていく。ロール・プレイングの劇場全体が、そうした
雰囲気になってくるのだ。舞台の上でどのようなことが起きていたのか、
また母親はどのような役割を演じていたのか。そのことを明らかにするの
が討論の過程である。） 
 
討論 
 
監督：演じてみてどうでしたか。 
母親：反応がないので、空回りです。切ないです。 
監督：とんとんと叩いて、Ａちゃんと声をかけて、その後で、お母さん
出かけるよと言ったのはどうしてですか。 
母親：自分にも仕事があります。社会的な任務を放棄することはできま
せん。ゴハンのことを言って、母親らしさを伝えました。 
監督：10日も学校に行っていません。Ａ君のことも心配ですが、自分の
社会的役割もあるから、Ａ君にゴハンのことだけ念を押して、会社に行く。
よくあることですけれど、Ａ君からはこのお母さんはどう見えますか。 
Ａ君：お母さんがどう見えるかということではなく、言葉をかけられる
ことがうるさいなと思いました。敵意とか反発ではなく。自分がいたたま
れません。早く声をかけられるのが終わればいいと思っていました。じっ
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としているのも、いたたまれません。だからもぞもぞと身体を動かしまし
た。 
（監督の質問に直接答えないＡ君役の演者。演じられた母親の姿、すな
わち自分の鏡像を見ることを避け、Ａ君の役割から感想を述べているのか。
あるいは、やや解釈がすぎるが、彼女自身が夫からあまり顧みられていな
い妻だとするなら、母親から顧みられていないＡ君はまさに自分自身の分
身である。問題提出の際、彼女は「主人は年が 7つ上なので、あっちとこっ
ち別々の方向を向いています」と語っている。とすると、「いたたまれな
い」「もぞもぞと身体を動かしました」というのは、Ａ君の感情表現であ
ると同時に自らの抑圧された夫婦関係に由来する衝動がＡ君を通して回帰
したのかもしれない。こうしたことは、心理学的ロール・プレイングでは
深く触れないが、治療的ロール・プレイングでは核心的な問題として浮か
びあがってくることも多い。） 
監督：それで、お母さんが会社に行くと言ったらほっとしたのですか。 
Ａ君：そこまで考えられません。ただ終わってほっとしました。 
監督：今の自分には、たとえお母さんであろうと、外から働きかけてく
る人は、自分に危害を与える人に見えるのですか。 
Ａ君：危害というのではありません。自分の存在の無力さ、否定的な感
情を突きつけられます。 
監督：お母さんは、Ａ君がただ寝ているのではなく、こうした感情を抱
えているということに気がついていましたか。 
母親：そういうことは気がついていません。ただ反応があれば、生きて
いるとは思えます。 
（母親は、自らの無意識の欲望や残酷さから目を背けている） 
監督：放っておけない、死んでしまうのではないかと考える母親が、外
に行ってしまうのはどうしてですか。 
母親：1日目や 2日目なら休めるけれど、10日目になれば、休み続けるこ
とはできません。 
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監督：合理的に言えばそうですが。 
（これは社交辞令で、監督が聞いているのは、大切だと言っている子ども
を放置するのはどうしてなのかということである。それが伝わっていない。
子どものことではなく、自分のことを語る母親。） 
家庭と会社の意味を比べてみれば、この子は宝物で、その子が学校に行
かずに部屋に引きこもっているわけです。心配でなりません。この子のた
めなら会社を辞めてもいい、ということになってもいいはずです。なによ
りも、このプレイで会社を持ち出したのは母親自身で、架空の設定ですか
ら一緒にいられる専業主婦でもよかったわけです。つまり、会社を持ち出
すのは、あなたはあなた、私は私、お母さんにも大切な世界がある、お前
より大切な世界があります、というわけです。母親よりも女、人間を選択
していることになります。 
（子どもと真正面から向き合いたくない。ドアを開けて入れば、家庭内
暴力が再開するかもしれない。対立、葛藤、抗争が再燃する。それを避け、
束の間の平和を求める。） 
厳しくいえば、子捨てをしています。会社を持ち出すことは、そうした
意味をもっています。しかし、これは監督の勝手な解釈にすぎません。で
すから、こうしたことが実際に起きているかどうか、演者の感想を聞いて
みることができるのが、ロール・プレイングの利点です。 
精神分析のように解釈を押しつけるのではなく、ロール・プレイングで
は舞台で演じられたドラマを元に解釈を共有します。 
Ａ君は、声をかけられることがうっとうしい、縮こまるような感じがす
ると言っていましたが、母親から２・３回声をかけられると、「うるさい
な」と応えていますが、あのときはどんな感じだったんですか。「うるさ
いな」というのは、もう話してくれるなというのが表面的な意味ですが、
どうなんでしょうか。 
Ａ君：言葉は「うるさいな」ですが、何か言いたい。心情的には「うる
さいな」とは直結していません。 
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監督：直結していないですよね。お母さんはどういう感じでしたか。 
母親：安心しました。 
監督：安心して、外に行ってしまうのですか。「うるさいな」、出て行け
と言っていますが、本心は近くに来て欲しいと訴えています。それを「う
るさいな」、「じゃ行くからね」というのは、売り言葉に買い言葉のような
ものであって、しかも母親はうまくこれを利用しています。この母親は、
実際のクライアントを受容するカウンセラーのＴＫ先生ではなく、クライ
アントを見捨てて仕事に行ってしまいます。その前にゴハンの話をして、
子どもを気遣ういい母親を演じていますが、結局は「うるさいな」の言葉
の下にある子どもの思いを大切にする母親ではありません。子どもの「う
るさいな」という言葉を利用して、自分のやりたいことをやっている母親
です。子どもを尊重する母親だったら、どんなふうに関わるでしょうか。
監督は、「うるさいな」という言葉を聞いたときにそう考えていました。
母親に完全に絶望していれば、言葉は発しません。関わりを求めているの
です。 
実は、このプレイを見ているとき、子どもと母親の心理的距離はもっと
遠く、子どもは口をきかないだろうと予想していました。ところが、ほと
んど抵抗することなく口を開いたので、この母子関係にはまだ脈があるな
と感じました。 
しかし、最初の感想では、Ａ君はこのことを言ってくれませんでした。
もっと追いつめられた感じがするということでした。人が来ることが恐ろ
しいようでした。引きこもりも不登校も、閉じこもらないと怖いようです。
外に出るのが怖いから引きこもっています。このプレイでは、期せずして
自発的にその辺のところが再演されていました。 
（殺意に近い憎しみ、それを母親が抱いている。その感情が投映され、息
子が憎しみを持っていると感じられる。だから、母親は息子が怖くなる。
外の世界を怖がる引きこもりの感情は、どのように発生するのか。） 
しかし、「うるさいな」という言葉には、怖いということだけではなく、
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近づいて来てくれという願いがあり、それを持ち望んでいるというところ
がよく出ています。短いプレイですが、分析すれば、いろいろなことがわ
かってきます。 
観客：トントンから次に移るまでに時間がありましたが、その間が大切
なのでしょうか。 
母親：刺激するのはよくありません。エネルギーを蓄積するのも大切だ
と思います。先生の解釈は意外でした。 
監督：意識的なレベルでのドラマと表面に出ない無意識の、心の奥底の
ドラマがあります。 
母親：子どもの様子を見ようとしました。 
（これは抵抗である。見ようとせずに、会社に行ってしまった。こうし
た抵抗が起きたときは、監督は直接解釈せず、演者に確認する。そうしな
いと、演者と監督の主導権争いが起きやすくなる。） 
監督：息子さんはどうですか。 
Ａ君：間はほっとします。言葉が繋がって入ってくるといたたまれなく
なります。 
（このプレイの演者は仕事を持つ母親たちである。子どもを家に残して外
に仕事に行くというスネに傷を持っている。だから、目を背ける。しかし、
次の感想あたりから、ロール・プレイングは思い出の小槌になる。母親を
演じたのは補助自我ではなく、SIと同様に自己弁護する演者である。その
姿はSIにとっていつもの自分の姿である。役割交代によって、自分の鏡像
を見ることで、彼女は自己洞察が進んだからだろう。） 
監督：なぜですか。 
Ａ君：プレイの母親は、子どもを家に置いておく母親でした。実は自分
も現実にそうしています。現実の自分の姿を見たくなかったんだなと思い
ました。触れたくないのでしょうか。家庭内暴力で、こちらに迫ってくる
なら仕事を中断しても、というタイプなんですが、それがなくて沈静化し
ているので、ふたを開けたくありませんでした。 
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この子の内側で起こっていることは、独りぼっちで、見捨てられ、淋し
くて、孤独です。先生は、子捨てとおっしゃいましたが、子どもは捨てら
れています。声をかけられることが、必ずしも助けに来てくれたとは感じ
られません。たぶん無言でそばにいてくれること、そう感じられることが
大切だと思いました。 
監督：TK先生は誤解しているかもしれませんが、TK先生の演じた母親
を通して演者を評価しているのではなく、演じられた母親について精神分
析や役割分析によって、いわば顕微鏡を使って見るといろいろなことが見
えてくるということにすぎません。今ここで、この子を癒すための理想的
な役割を演じて欲しいというのではありません。例えば、トントンという
叩き方に愛情がこもっていなかったのでこの子が変になったから、愛情を
持って叩けというのではありません。こういう風にやるとこうなる、ああ
いう風にやるとああなるということで、舞台の上で起きた現象を分析して
いるのにすぎません。 
例えば、引きこもりのロール・プレイングでは、母親が心配して子ども
の部屋に入ってくるとき、親と子の間でどんなやり取りが起きているか、
子どもはどんなことを感じているのか、そうしたことを劇的手法を使って
明らかにしています。トントンとドアを叩く母親は、自分はいい母親だと
思って疑いません。ですが、子どもに感想を聞くと、いい母親なのに、い
い母親のはずなのに、「うるさいな」と言っただけで向こうに行ってしま
う、薄情な女です。本当はこっちを向いてくれません。 
こうしたプレイをすることが治療的な意味をもつとするなら、それは、
母親が今まではこうした子どもの気持ちをまったく理解してこなかった自
分の姿、言わば自分の鏡像を見ることができるからです。満点だとは言わ
ないまでも、自分は80点90点の母親だと思っていたけれど、子どもから見
るととてもひどい母親だということがわかるからです。ドアまでは来てく
れますが、それ以上は来てくれません。最終的には自分のことを抱えてく
れてはいないのではないか、ということを子どもは感じています。そうし
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たことを知ること、子どもにそうした思いをさせている母親であることを
知ることが自己洞察に繋がります。 
普通のセッションでは、最初に母親の役割を演じてもらってから、役割
交代をするのですが、今日は最初から役割交代して子ども役をやってもら
いました。 
子どもの役割を演じてもらうと、母親の目でしか感じられなかったもの
を子どもの目から感じることができます。それと同時に、子どもの目から
見た母親を見る、すなわち他者の視点から自分を見ることになります。わ
れわれは、勝手に自分の姿を思い描き、自分はこうだと思っていますが、
その自分を他者の視点から見てみるわけです。そうすると見えていない自
分が見えてきます。私はこんな子捨てをするような母親だったんだ、とい
うことがわかってきます。 
 
綺麗な言葉には棘がある 
あといくつか確認したいことがあますが、トントンとドアを叩いてその
まま部屋に入っていかないのはなぜですか。昔なら、いきなり入っていっ
て、Ａ君起きなさい、となりました。 
母親：鍵のある部屋で、鍵を開けなさいというのは、侵蝕的だと思いま
した。 
監督：Ａ君はどうですか。 
Ａ君：鍵のない部屋です。 
監督：われわれは、登校拒否、引きこもりというと、鍵をかけて閉じこ
もっているというイメージがありますが、実際はそうではないかもしれま
せん。部屋にこもって関係を遮断しているようですけれど、鍵は開けてい
て、入ってきてくれることを待っています。許可を求めれば、粋がってい
る手前ダメだ、入ってくるなと言いますが、本当は入ってきて欲しいので
す。彼らは、許可なんか求めて欲しくないのです。僕たち親子はそんな水
くさい関係なのか、僕は今重症で喘いでいる、それがわからないのか、と
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彼らは心の中で叫んでいます。 
何も聞かないで、熱があるじゃないかと言っておでこを触れば、ちょっ
と頭が痛い、それじゃ氷枕を用意するという成り行きになって、関係が作
れます。それを「トントン、入ってもいい」とあえて許可を求め、そして
断られます。まるで断られるために許可を求めているかのような印象を受
けます。断ってもらって、つまり子どものお墨付きをもらって外出します。
冷たい母親だ、子捨てをする母親だという非難を子ども自身の言葉によっ
て回避しています。「だってあなたが向こう行けと言ったんじゃないの」
というわけです。 
放っておけば直接被害を受けることもありません。放っておけば２～３
年で自然に治るというのが、精神科医や臨床心理士の見立てです。そうし
た指示を受けた親たちは、お墨付きをもらい半ば安心して、腫れ物に触る
かのように放っておきます。しかし、親たちはそうは言わず、子どもにも
子どもの人権がある、自分がやりたいことをやる権利、やりたくないこと
をやらない権利があるなどと言います。人権という綺麗な言葉を使って子
どもを放置します。綺麗な言葉には裏があります、棘があります。解釈す
ると隠された意味が見えてきます。 
ＳＩ（Ａ君役）：言いたいことがいっぱいあります。私は侵蝕しているな
どというものではなく、こんな仕事（カウンセラー）でよかったと思って
いました。Ａがいつまで閉じこもっていても、寝ていてもいい、構いませ
ん。でも自分のことだけは責めないで、という思いがありました。 
私はこういう仕事でよかったと思っていました。それが、そうした思い
の仕組みが分析され、見事にくつがえされました。放っておくという名の
下に、自分のやりたいことをやっていました。自分の気持ちを充足させて
いました。言葉もかけませんでした。 
監督：言葉をかけても外出してしまうのと、言葉をかけなくてもそばに
一緒にいてくれるのとではまったく違います。一緒にいてくれるだけで、
癒された気持ちになることもあります。「お前はお前でいいのよ」。そのあ
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とに来るのが、「さよなら」ではなく、そう言って「黙ってそばにいてく
れる」なら大違いです。好きにしなさい、と言われて好きにするのは勇気
がいります。自由が認められたというより、お前も自由なら、私も自由、
これからはお互いに相手を拘束しないようにしましょう。子どもの人権を
認めることは、時には子どもとの決別の宣言になります。 
こうした子どもの気持ちがわかってきたら、母親は子どもとどんなドラ
マを創造するでしょうか。それでは食事の場面にしましょう。子どもと一
緒に食べることはないようですが、今回は少し無理をしてリビングで一緒
に食事をします。朝遅く起きてきたので、お昼ぐらいに起きてきた子に食
事を作ってやるという場面にしましょう。 
 
４．プレイ２：引きこもりの子どもと母親２ 
 
場面設定：母親は遅く起きてきた子どもと一緒に食事をする 
演者：母親 ＴＫ、子ども ＳＩ 
 
（Ａ君はリビングの椅子に座っている） 
母親：Ａ君起きてきた。お昼にしようか。何がいい。 
Ａ君：自分で勝手にやるからいいよ。 
母親：せっかくお母さんいるんだから作ってあげるよ。食べたいもの言っ
て。結構冷蔵庫いいろいろあるから。 
Ａ君：適当に、何でもいいよ。 
母親：戸棚見てよ、材料見てから決めたら。お母さんとりあえずトマト
切っているから。決まった。 
Ａ君：納豆でいい納豆で。納豆とみそ汁で。 
母親：みそ汁、朝作ったのでいい。ハイ納豆、みそ汁、トマト切ったか
らね。ゴハンつごう。たくさん食べて。 
・・・・・ 
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Ａ君：お母さん食べないの。 
母親：お母さんゆっくり食べるから。 
Ａ君：なに、そんなに見ないで。 
母親：だってさ、お部屋にばかりいるからさ、見れないもん。見ちゃい
けない。 
Ａ君：食べずらい。・・仕事ないの。 
母親：今日はね。・・買い物に行かない。 
Ａ君：あまり好きじゃない。 
・・・・・ 
 
（ 2分あまりのプレイである。子どもの好きなものを作ってあげる母親
だったが、子どもと一緒に食べようとはせず、買い物に誘うも断られてし
まった。母親と子どもは、どんな役割関係を作り上げたのだろうか。討論
の概略を示そう。） 
 
討論 
 
監督：このお母さんは、どんなお母さんでしたか。 
Ａ君：自分のペースにぴったりしているわけではないけれど、沿おうと
してくれている気持ちがいじらしいというか、微笑ましい。 
監督：サービスしてくれるので、このお母さんなら、我慢しようかとい
う感じですか。 
Ａ君：器用ではないけれど、その思いは伝わってきます。 
監督：この母親は、Ａ君に問題があったので、どこかで相談をしてアド
バイスを受けて、そのアドバイスを一生懸命実行しようとするお母さんの
ように見えました。完全に満足できるわけではないけれど、変わってくれ
そうな気がする、そんなお母さんですか。 
Ａ君：先生の仰しゃるとおりです。サービスしてくれます。 
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監督：お母さんは、ゴハンをすぐ作ってやるのではなく、何か作って欲
しいものを言わせようとしていましたが、そうしたお母さんに対してはど
うですか。 
Ａ君：戸棚を開けて見てとか、お母さんのペースにはついていけません。
スタイルが違うので。自分は自分のペースでやって来たので。 
監督：どうしてお母さんは、子どもに言わせたいのですか。 
母親：いつもは家族の希望を聞いて作るということをしていないので、
家にいるときくらいは希望を聞いて作ってやりたいと思いました。 
監督：その辺は、見ている人はどうでしたか。 
観客：まだ自分の要求を出すのが怖いという感じです。 
監督：子どもは、そこまでは回復していません。舞台で演じられたドラ
マでは、お母さんに対する要求と与えられたものにズレがあり、拒否が起
きてもおかしくませんが、お母さんがここまで降りてきてくれたのだから、
それでもいいかという感じでしょうか。 
観客：せかされている感じがしました。母親は関わろう関わろうという
感じでした。サービスしてくれているところが伝わってきました。 
母親：この子が辛そうにしていることは分かりました。食べなさいと
言って勝手に決めたものより、食べたいものが食べたいのでないでしょう
か。ぽんと出しても満足しないでしょう。 
監督：確かにそうですね。Ａ君の好物なんですか。 
母親：納豆とトマトと冷やし中華。 
監督：それなら、その冷やし中華を作ってと言わせないで、好物の冷や
し中華を作ったよと言って、それからトマトの新鮮なのがあるから切って
あげるよと言ってもいいんじゃないでしょうか。 
母親：子どもが変わっているという不安がありました。冷やし中華を出
しても、断られるかもしれないという不安がありました。 
監督：まだ、母子関係は。 
母親：おそるおそる。 
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監督：これは、子どもがそうなのか、お母さんが勝手にそう思っている
だけなのでしょうか。子どもが感じている以上にお母さんの方が、関係が
とれないと感じているのでしょうか。母親が怖がっていれば、子どもも怖
がり、僕は信頼されてないと思い、僕を信頼しない母親は信頼できないと
いうことになります。 
なぜこんな否定的な解釈を言うかといえば、お母さんは一緒に食べよう
としなかったからです。作ってあげるだけで、一緒に食べる関係になりま
せんでした。わたし作る人、あなた食べる人。一緒に同じ釜の飯を食べる
身内の関係にはならなかったからです。「お母さん食べないの」という子
どもの言葉は、質問というより「なぜ僕と一緒に食べようとしないの、一
緒に食べてよ」という訴えが隠されているからです。 
母親：一緒に食べるよりも、子どもが食べているところを見たかった。
その方が自分がハッピーでした。相手のことよりも自分のことを考えてい
ました。 
監督：私はちょっと口が悪いんですが、お子さんが食べているのを見る
のは楽しい、とお母さんは言っていましたが、Ａ君は楽しく食べていまし
たか。 
Ａ君：楽しくなかったです。 
 
物語と現実 
監督：母親は、私は食事を作ってやり、子どもはおいしそうに食べたと
いう物語を作ろうとしています。目の前の子どものことを見ないで、言わ
ば物語を生きています。ですから、母親の語る物語と、子どもが生きてい
る現実、生きてきた世界はまったく違います。 
分裂病を作る母親、自閉症を作る母親という考え方は、社会的に拒否さ
れていますが、拒否する人たちは、母親が語る物語しか聞こうとしません。
ですから、あんなにいい母親なのに、子どもが分裂病になるなんて、育児
のせいではなく遺伝のせいだということになります。しかし、母子関係に
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おいて起きていたことを子どもの側から聞いてみると、まったく違う物語
になります。母親は一生懸命にやっているようですが、子どものことを見
ないという意味では手抜きです。母親は、子どものことを見ているようで
すが、本当は別のところを見ています。それが子どもには淋しいのです。 
この淋しさが心理的問題を作っているなら、この母親が演じる役割こそ
症状の源泉です。その観点からは、最近の病因論は、物語の半分しか見て
いないことになります。ミッシェル・フーコーが指摘していることとまさ
に同じです (注9)。精神科医（母親）の言葉が現実を作り、患者（子ども）
の声は闇に葬られます。今回は、そうしたことを考えることのできるドラ
マが創造されました。 
この子どもは、2番目のプレイでは、母親を許してやる関係になってい
ます。実際のケースだと、1カ月や 2カ月くらい変わっただけでは、その変
わり方はまだ本物ではないと言って許してくれないものです。ところがこ
のドラマではかなり軟化しています。歩み寄ろうとしています。これはいっ
たいどこからきたのでしょうか。母親の態度は、1回目とそれほど変わっ
ていません。それなのに変わったとすれば、子どもの側の母親イメージが
変わったと考えられます。それなら、これはどうしてなのでしょうか。 
（彼女は前回の演技で母親の無意識、つまりは自己を洞察しました。自
らの悪しき側面を受けとめた。そのことが、彼女を大きくし、清濁併せ呑
むことのできるような人格を発展させる試みをしようとしているのか） 
Ａ君：物理的にそばにいてくれたことでしょうか。 
監督：母親から何がいいと聞かれても、納豆、みそ汁、とは言わないと
思っていましたが。 
Ａ君：拒否し続けることのエネルギーよりも、応答する方がエネルギー
がいりません。戸棚を見に行くエネルギーはないけれど。納豆、みそ汁と
言った方が楽です。 
監督：母親は作るものを自分では選ばないで、トマトを切りに行きまし
た。さっきは会社に行ってしまいましたが、今回は離れて行っても自分の
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ためにトマトを切っていてくれます。その違いが大きいのでしょうか。自
分のためにやってくれています。 
Ａ君：1番目のプレイでは離れて行ってしまいました。 
監督：今回は、子どもに食事を作ってやろうという気持ちが固くあった
ようです。 
Ａ君：距離が近づいた気がします。近づき方は違うけれど、ともかく近
づいてくれています。 
監督：近づき方は望ましいものではありませんが、近づいてくれていま
す。それが嬉しい。1人でいる淋しさに比べれば遙かにいい。こうした関
係になれてくると、このくらいでは満たされなくなりますが、そうなった
ときには臨機にやり方を創造していけば、関係は徐々によくなるでしょう。 
ＨＳ：工夫してこういう親子関係をやったけれど、お母さんは、子ども
を傷つけるようなことばかり言っています。答えないと行っちゃうのね。
ご飯だけは食べなさい。出かけるのは時間がないということで、子どもの
気持ちを受けとめていません。質問をいっぱいしています。自分の行動を
選ぶのが自立したことだというのですね。ゲシュタルト療法では、これは
困らせる質問です。 
（この発言は、ドラマの感想というより演技、演者の評価という側面が
強い。しかも、弁証法的な人格発展の契機となるような否定ではなく、自
分の存在感を顕示するための発言、評価である。こうしたときは、監督は
演者を保護しなければならない。） 
 
演者の保護 
監督：理論によって、いろいろな考え方があるかと思いますが、ロール・
プレイングでは、演じられたドラマに即して、それが具体的にどういう意
味をもっているかということを考えます。理論であれこれ言うのではあり
ません。ロール・プレイングは、ゲシュタルト療法のエンプティ・チェア
の解釈のように、治療者の空想で解釈することはありません。 
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今質問で追いつめてしまうとおっしゃいましたが、実際には質問されて
嬉しいこともあります。ですから、プレイでそうしたことが起きれば、理
論で解釈するのではなく、実際どうなっているのか演者や観客の感想を通
して検討します。演者や観客に確認するわけです。ゲシュタルト療法に限
らず、理論は万能の解釈用具ではなく、ある場合において適切かどうかと
いうだけにすぎません。われわれは、そう考えてきました。理論を盲信す
ることを避けています。場面を尊重します。演者の感想を大切にします。
だからといって、感想を盲信するわけではありません。他の行動とつきあ
わせて、その妥当性を判断します。 
今のプレイであえて解釈しなかった部分があります。母親は、冷蔵庫の
中にあるものを選ばせ、これこれのものを作ってと子どもに言わせたかっ
たのではないかということです。スパゲッティ作ってとか、カレー作って
とか。小さな頃子どもは、ママ、スパゲッティ作ってとか、カレー作って
とか言ってきますが、母親はそうした子どもの役割をＡ君に与えたかった
のでしょうか。自分の意のままになったＡ君、可愛い子ども時代のＡ君を
再現したかったのでしょうか。 
別の言い方をすれば、母親は、子ども時代の母子関係を再現したい、現
在の冷え切った思春期の母子関係を幼児期の母子関係に変えたい、子ども
が自分に甘えてくる愛情関係を再現したい、というのでしょうか。言葉の
やりとりは、ある役割関係を下敷きに行われています。そのことを忘れて
はいけません。ゲシュタルト療法は、ゲシュタルト理論だから場理論を下
敷きにしています。今ここの関係、構造で理解しようとしますが、われわ
れは今ここにおいて生きている過去の人間関係を問題します。 
今回のプレイでは、転移的関係、退行的な関係が再現されかかりました。
ですが、子どもはまだそこまで行きたくないと抵抗していました。そうい
うことを役割分析、精神分析によって明確にし、その枠組みの中で言動を
理解します。ですが、そこまで踏み込んだ解釈は、妥当性をもっているか
どうか曖昧ですから、そのことは言いませんでした。解釈するときには、
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その妥当性が吟味できるようにしておかなければならないからです。 
ワークショップにおける監督の基本的な仕事は、演じられたことを大事
にすること、演者を保護することです。演じられたドラマは、分析し、解
釈しますが、演者を評価することはしません。感想という名で評価しませ
ん。あなたの演技はおかしい、そんなことをするからあんなふうになって
しまった、そうしたことは演者非難になるのでやりません。 
こういうことをするとこうなると言うのは、評価するためでも非難する
ためでもなく、何が起きているかはっきりさせるためです。現象理解のた
めであり、心の仕組みを明らかにするためです。 
またロール・プレイングを治療法として使う場合と、心理学の方法とし
て使う場合では異なります。そのことを弁えていないと、解釈をすること
によって傷つけてしまうことになりかねません。感想という名の解釈、解
釈という名の評価。演者は、われわれ自身が解決できない問題を試みる代
表選手です。そうした代表選手を支持するサポーターの視点でドラマを見
ることが観客には必要です。 
解釈には、相手を成長させるものと、傷つけ成長を阻害するものがあり
ます。解釈を与えるときは、このことに十分留意する必要があります。 
ＨＭ：Ａ君の心はまだ開ききれていません。お母さんはサービスしてい
ます。第一の場面で、黙っていてもそばにいて欲しいということでしたが、
そのときＡ君はどんなことを感じていたのでしょうか。 
Ａ君：私もそのことを話したかったです。田舎のお祖母さんは、煮物を
大皿に載せて、食べな、どう、とぐらいしかいいません。余計なことは言
わない方が、かえっていいのでしょうか。尊重される方がきついのかもし
れません。武骨でも心に入ってきます。 
監督：引きこもり、不登校などというと、特別な人間で、特別の配慮が
必要だなどと言われますが、そう思いこんでいるだけでないでしょうか。
本人は、私は私、俺は俺と思っています。それなのに何か特別扱いされる
と、自分は特別な配慮がなされなければならない人になってしまったのか
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と思わざるをえません。お前は病気だからというように、何か腫れ物に触
るように扱われます。そうすると特別に尊重されているというのではなく、
特別に危険な人物だと見なされていると感じざるをえません。われわれは、
不登校や引きこもり、統合失調症を特別なものと見ていますが、実際はそ
うでもありません。特別というなら、われわれもかなり特別です。私は、
幻覚幻聴を見たり聞いたりしています。夢は幻覚です。特別に危険視され
た人の切ない願いは、お願いだから特別扱いしないで、かもしれません。田
舎のもてなしが心和むという話も、プレイ 1のそばにいてくれるだけでいい
という感想もそのことを言っているのでしょう。ごく自然に関わってもらい
たいのです。その観点から言うと、「よく起きてきたね」というのはどうで
すか。 
Ａ君：別にどうということもないのに、「よく起きてきたね」と言われる
と違和感があります。 
監督：この子が心配だから、食事を作ってやる。そのとき、よく起きて
きたねというのは、心配している言葉なのでしょうか。母親は、食事を作
ればいいのではなく、心配している自分の気持ちが伝わるような役割関係
を作る必要があります。子どもが居間でテレビを見ているなら、母親は面
白いねと独り言のようにつぶやいて、Ａ君の隣に座ればいいわけです。そ
うすれば、Ａ君の世界にすっと入っていけます。それを「よく起きてきた
ね」と言うと、自分の世界がまずあってその世界にＡ君が入って来たよう
な気がします。邪魔になれば、すぐに排除される危険があります。 
ほんのちょっとした言葉遣いですが、そこから人間関係が作られます。
そのことが明らかになりました。 
観客：「起きてきたんだね」という言葉は、場面を設定する言葉で、そ
れほど深い意味はないのではないですか。 
監督：いえそうではなくて、最初の言葉は大きな意味をもっています。
人が出会ったときの最初の言葉は、呼びかけ機能と呼ばれていますが、こ
れは関係を設立する、関係の様式を設立する機能をもっています (注10)。相
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手を見たとき、「オーイ」と言うか、「先生」と言うかによって作られる関
係がまったく違ってきます。路上に座っているジベタリアンに声をかける
とき、上から「何をしているの」と言うと、立ち上がって「何だ」となる
かもしれませんが、彼らと同じように座って、「何しているの」と聞くと普
通の気の弱そうな子のように答えてくれます。「おじさんたちこそ何やっ
ているの」。彼らは強いから粋がるのではなく、上から威圧されるから対抗
上強く出てくるだけなのです。言葉には、関係を設立する言葉と設立され
た関係の中でやりとりされる言葉があります。ロール・プレイングでは、
新たに関係を設立する言葉に敏感にならなければなりません。 
 
５．終 結 
 
監督：暫定的な結論をえたところで、一応終結を向かえます。ロール・
プレイングでは、シェアリングやデロール（役割解除）は行いません。デ
ロールは、催眠から解く手続きのようなものですが、われわれは、演者は
舞台に上がれば空想の役割、舞台から降りたら現実の役割になると考えて
います。デロールは、自発的に起きると考えています。場所が変われば、
役割の変化が自発的に生じると考えます。むしろデロールすることは、あ
なたは役割から抜けられない人という役割を与えることになります。だか
ら、デロールが本人の意に沿っていないと、セッションの終了後に、抵抗
としてあえて空想の役割を演じるということも起こりやすくなるのではな
いでしょうか。 
つまりデロールは、本来の意図に反して空想の役割を許容することにも
なりかねません。空想の役割と現実の役割を混同する人間だと決めつける
ことになり、そうしたことがサイコドラマの文化になれば、解除しないと
空想の役割でアクティング・アウトしてしまう危険があります。 
シェアリングも特別にはしません。これは、討論の中の感想や終結の中
で述べられることと見なしています。また感想は、評価ではなく自分と照
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らし合わせ、自分が気づいたことを述べます。観客は、演者は自分の問題
を代わりにやっていてくれる人と考え、演者を支える役割を果たします。
こうした雰囲気が作られると、演者も勇気を持って演じることができるよ
うになります。恐怖を感じることもなく、自分のやりたいことを演じるこ
とができるようになります。監督や補助自我は、そうした意欲が喚起され
るようにします。 
観客は、自分が見たくないものを見ると、自分を演者から切り離し、客
観的に評価するということが起きやすくなります。今のお母さんはダメだ、
だらしないなどと非難してしまいます。こんな時は監督は、直ちに演者を
サポートします。演者は、演者体験そのものよりも、討論の感想の段階で
傷つくこともあります。劇は治療効果もありますが、その反面傷つけるこ
ともあります。 
それでは本日のセッションについて、感想をお願いします。 
 
ＳＩ（Ａ君役）：現実の生活を揺すぶってくれるようなセッションでし
た。ワンパターンのプレイでは、ワンパターンの振る舞いをする人の前に
は、ワンパターンの振る舞いをする人がいるということでしたが、私の演
じたＡは見捨てられた感じがしました。ということは、Ａの前に見捨てる
人がいるということになります。そうした親がいます。これを知って、こ
の場で泣き崩れるわけではありませんが、この痛みを知って家に帰って、
私の行動がどんなふうに変容していくか楽しみです。私は先生の言葉を受
けて、Ａの方が早く親捨てをしてくれないかと思っています。この場から
帰りたくないという思いがあります。これからどうしたらいいのかという
課題をもって帰りたいと思ってます。 
監督：楽しいロール・プレイングではなく、治療的ロール・プレイング
は、修行に近いものがあります。 
ＨＭ：言葉が出ません。監督の持つ責任の大きさ。一つの場面をここま
で掘り下げていく、そこを見せてもらいました。奥深さ、広がりを見せて
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もらって圧倒されています。自分が今まで体験したロール・プレイングは、
過去の体験を振り返ったもので、役割を取った人がそのときの感情を言っ
たり、観客が見た感情を言ったりし合うものでした。分析的なものに驚い
ています。 
ＨＳ：前半は興味がありましたが、後半は興味が失せました。それは、
感想を言うことが演者を傷つける、よくないと言われたからです。ゲシュ
タルト療法でと言われましたが、私は親子関係その他の研究もしていて、
どのようなことがいいのか悪いのか分かっていて、ゲシュタルト療法だけ
で言ったわけではありません。先生は演者を傷つけると思ってそう言ったの
でしょうが、私はそう思いません。 
監督：このセッションは。デモンストレーションとしてやっているので、
今日やった母親役が傷つくかどうかは分かりませんが、多くの場合は傷つ
くと思います。私の経験では。演者を保護すること、それが監督の第一の
役目です。適切な解釈をするかどうかということよりも患者を保護するこ
との方が重要です。感想の名を借りて、ああだこうだというのは評価にな
りやすいと思います。こうやるとこうなる、ああやるとああなる。そこで
止めておきます。ですから、○○流とか、よくないとか、あなたの母親役
は失敗だとかは言いません。それは、演じた人が静かに思い直して、自分
で判断することです。 
ＨＳ：初歩的なことをやっているのですか。 
監督：基本的なことをやっています。演者、監督、補助自我、観客には、
それぞれの役割があります。観客は、観客の役割を果たす必要があります。
観客は、演者をサポートします。ですが、観客も生身の人間ですから、サ
ポートしたくないときもあります。サポートから逸脱した発言があったら、
監督はただちに演者を保護します。 
ＴＫ（母親役）：HSさんに言われて、ものすごく傷つきました。サイコ
ドラマを20数年やっているから、自分で癒すことはできると思いますが。
ワークショップですから、そういうことを言われたのだと思いますが、実
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際の場面ではそういうことは言わないで下さいということですね。 
監督：問題をもっていない人ですから、防衛できますが、そうでない人
は深く傷つきます。 
ＴＫ：ロール・プレイングは、空想で、架空のことですが、自分が出て
しまいます。よくある母親を演じて下さいと言われたから、問題を抱えた
母親、悪い母親を演じたつもりなのに、あんな風に言われたら傷つきます。
ですから、そうしたことは言ってはいけないということを先生は言われた
と思います。 
ＨＳ：シェアリングの役割を期待していたんですね。 
監督：はい。観客は、厳しい監督の役割を演じないということです。 
ＯＨ：分析の仕方、解釈の仕方を勉強しなければいけないと思いました。
ここまで解釈するのか、ということも感じました。 
監督：ここまではいいだろうと考えながらやっています。衝動的に解釈
しているのではなく、相手の表情を見ながら、長年の経験で臨機応変にやっ
ています。 
ＵＫ：相手の空想を理解していますが、相手を変えることは難しい。そ
うした相手は、私の空想を全然見てくれません。つきあうのが大変です。 
監督：社会的に活躍している人の子どもを治療すると、そういうことが
よく起きます。親捨て、子捨て、同僚捨て。空想的に行うとよいかもしれ
ません。 
Ａ１：面接において分析的視点を無視してきましたが、その必要性を痛
感しました。 
Ａ２：ロール・プレイングの威力はすごいと思いました。 
監督：外林先生は、ロール・プレイングの目的の１つは、何でもできる
と思っている人が何もできないということを知ることだと仰しゃっていま
す。 
Ａ３：ウォーミング・アップが面白かった。生まれさせる。人間を生ま
れさせる。解釈をしない人は、解釈ができない人だと言われましたが、ま
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だまだ勉強しなければと思いました。勉強して解釈できるようになりたい
と思いました。 
Ａ４：一つの行為にも、いろいろな受け取り方があります。そのことを
感じました。 
Ａ５：よかれと思ってやったことが、相手にとって悪かった。実際に体
験しないとよく分かりませんが、そのことを感じました。 
Ａ６：ディレクターの数だけ、サイコドラマがあります。 
Ａ７：監督の練習をしたことがなかったが、その視点が必要なことがわ
かりました。 
Ａ８：人間関係の勉強ができました。相手の中に自分が見えてきました。
そうしたことが理解できました。 
Ａ９：疲れました。 
監督：心理劇は疲れます。私も初めて演じたころ、みんなの視線が自分
に集中している、そのプレッシャーは大変でした。補助自我をやるともっ
と大変です。監督をやると、その 3倍・10倍大変です。疲れたということ
ですが、それはそれだけ考えたということです。それだけでも、このワー
クショップは大成功だと思います。ご協力ありがとうございました。 
 
おわりに 
 
ここで報告した 2つのプレイは、1回目は40秒ほどのもの、2回目は 2分
ほどのものである。テーマは、引きこもりの息子と母親で日常的な場面で
はなかったが、演じられたドラマは情緒的な起伏があったわけでもなく、
外から客観的に眺めていると、よくありそうな場面が淡々と展開していっ
ただけである。ドラマにはカタルシスの効果があると言われるが、この役
割演技そのものは、時間的にもまた内容的にも、カタルシスの効果が得ら
れるようなものとなっていないと思われる。 
カタルシスの効果について、われわれは以下のように述べたことがある。 
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「苦痛や悩みをことばに出して表現すると、その苦痛や悩みを解消する
ことができることがあるが、心理療法ではこれを通痢といい、通痢をおこ
すような反応を除反応という。緊張を解放する適当な方法が閉ざされ、感
情がたまってくると病理的な結果を招くことになる。病理的症状のもとと
なっている抑圧され意識されない感情を呼び起こし、情緒的コンプレック
スを解放することをカタルシスという。あらゆる心理療法の治療効果は、
部分的にはカタルシスによるといっても過言ではない。モレノの心理劇で
は、心理的葛藤を即興劇として再演することでカタルシスが生じるとされ
ている。精神分析ではカタルシスの治療効果はあまり重視されていないか
のようにみえるが、自由連想という治療法も、忘れた過去を思い出すもの
にほかならないから、カタルシスと無関係とはいえない。とらえがたい感
情に言語的形式を与えることで自己洞察がおき、永続的なカタルシスが期
待できると考えられるからである。」 (注12) 
 
ロール・プレイングの問題を提出し、息子役を演じたSIは、自らの苦痛
や悩みを劇的に表現したわけでもなければ、心理的葛藤を再演したわけで
もない。通常言われるようなカタルシスを経験したわけではない。しかし、
カタルシスにはもう 1つのタイプがある。感情を表現し発散して緊張を低
減させるものではなく、捉えがたい無定型の感情に言語的形式を与えるこ
とによって、感情の持つ圧倒的な力を捕捉し、言語的、認知的に緊張を低
減するものである (注13)。 
ロール・プレイングでは、プレイのあとの討論の段階で、無意識的な欲
望の振る舞いについて分析、解釈し、それに言語的形式を与える試みをす
る。そして、適切な言葉が取り戻せたとき、演者そして観客は大きなカタ
ルシスをえることができる。息子役を演じたSIは、次のように討論や終結
の中で語っている。 
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「プレイの母親は、子どもを家に置いておく母親でした。実は自分も現
実にそうしています。現実の自分の姿を見たくなかったんだなと思いまし
た。・・・。この子の内側で起こっていることは、独りぼっちで、見捨て
られ、淋しくて、孤独です。先生は子捨てとおっしゃいましたが、子ども
は捨てられています。声をかけられることが、必ずしも助けに来てくれた
とは感じられません。たぶん無言でそばにいてくれること、そう感じられ
ることが大切だと思いました。」 
 
役割交代をすることで、子どもの眼から見た自分の姿を見て、SIは自分
が偽りの自分を演じていることに気づく。またそうした母親に見捨てられ、
淋しく孤独をかこっている息子の心を体験的に理解する。そして、こうし
たことに気づき理解できたのは、討論の中の分析によってだと指摘し、自
分は子どもに献身的に奉仕する母親だと思い込んできたが、実際は子ども
のことよりも自分の都合を優先するエゴイスティックな母親だということ
に気づいていく。 
 
「私はこういう仕事でよかったと思っていました。それが、そうした思
いの仕組みが分析され、見事にくつがえされました。放っておくという名
の下に、自分のやりたいことをやっていました。自分の気持ちを充足させ
ていました。言葉もかけませんでした。」 
 
そして終結において、ロール・プレイングのセッションで気づいたこと
をまとめ、その気づきを現実の生活に生かすことに触れている。 
 
「現実の生活を揺すぶってくれるようなセッションでした。ワンパター
ンのプレイでは、ワンパターンの振る舞いをする人の前には、ワンパター
ンの振る舞いをする人がいるということでしたが、私の演じたＡは見捨て
られた感じがしました。ということは、Ａの前に見捨てる人がいるという
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ことになります。そうした親がいます。これを知って、この場で泣き崩れ
るわけではありませんが、この痛みを知って家に帰って、私の行動がどん
なふうに変容していくか楽しみです。・・・これからどうしたらいいのか
という課題をもって帰りたいと思ってます。」 
 
SIを主役にしたロール・プレイングは、引きこもりの子と母親の関係を
理解するためにデモンストレーションとして行ったものであり、治療的効
果を狙ったものではなかった。問題解決のためのロール・プレイングでは
なく、問題理解のためのロール・プレイングであった。また、このセッショ
ンは、100分たらずのもので、プレイ時間は 3分たらずにすぎない。演じる
ことによるカタルシス効果は、ほとんど期待できないであろう。しかし、
このプレイでは、多少なりとも自己洞察が深まったようである。そこで私
は、この自己洞察によって、彼女のその後の役割演技がどのように変化す
るか、ということに大いに関心を持っていた。 
だが、筆者は、研修会の参加者は 2名を除き初対面であった。そのため、
研修会のあとSIが楽しみだと言っていた自分の変化、またその変化がどん
な変化を引き起こしたか知る手がかりがなかった。ところが、4か月後あ
る学会のあと、偶然彼女に再会することができた。そこで彼女の口から、
ひと月もすると息子は自分から仕事を見つけアルバイトで働き出したとい
う報告を聞くことができた。 
研修会の募集案内にあるように「少年たちが家庭に引きこもるのも、学
校で暴力を振るうのも、社会で犯罪を起こすのも、みなある種の役割演技」
であるなら、これは起こるべくして起きたＡの役割変化、役割創造である。 
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